
 

 

あの日から5年の月日がながれました。長く感じた人、短く感じた人がいたかと思いま

す。そして時間の止まっている人もあったでしょう。これからの時間が皆様にとって、 

楽しいことの多い時間になりますように、お祈り申し上げます。 

県連では、会員生協や関係団体等の大震災からの復旧・復興に向けたとりくみについ

て、お知らせしていくために、「東日本大震災復旧・復興ニュース」を発行しています。

現在、会員生協の状況について、集約中です。会員生協の皆様からも、情報提供いただ

けますようお願いします。 

 

●みやぎ生協 
被災地復興応援 東日本大震災から 5年 ～3.11 を忘れない取り組み みやぎ生

協店舗など 県内 46 か所にて開催中 

被災された方々への支援の継続が必要なこと、備えの大切さ、震災を風化させず語り

継いでいくことなどを多くの方に伝える機会として「東日本大震災から 5年～3.11 を

忘れない取り組み」を行っています。 

「3.11 を忘れない取り組み」は、みやぎ生協こ～ぷ委員会が各地域で主催し、2013 年

3 月から取り組んでいます。今回で 4回目となるこの取り組みは、被災された方々への

支援の継続が必要なこと、備えの大切さ、震災を風化させず語り継いでいくことなどを、

多くの方に知っていただくことを目的としています。 

被災された方々が手作りした商品を掲載している「新“復興応援”手作り商品カタログ」

を通じた手作り商品販売や、防災グッズの展示、防災食の試食など、各こ～ぷ委員会が

工夫をこらし、震災を忘れない想いを伝える取り組みです。 

●「新“復興応援”手作り商品カタログ」を活用しての手作り商品販売 

●ふれあい喫茶 

● 防災グッズの展示・紹介、非常食の試食  

●古今東北商品試食  

●サバイバル飯づくり 

●被災者支援の取り組み紹介  

●その他講演会・写真展示            

 日程と内容は、みやぎ生協ホームページからもご確認いただけます。 
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地域 開催場所 

仙台市泉区 
●南光台店（2/2） ●黒松店（2/6～3/12） ●高森店（2/22） ●虹の丘店（3/15） 

●市名坂店（3/15） 

仙台市青葉区 
●柏木店（2/22） ●木町店（2/23） ●桜ヶ丘店（2/24） ●台原店（2/24） 

●貝ヶ森店（3/10） ●八幡町店（3/10） ●愛子店（3/11） ●国見ケ丘店（3/15） 

仙台市 

宮城野区 

●岩切店（2/6） ●幸町店（2/21～3/20） ●新田東店（2/23～3/15） 

●榴岡店（3/9） ●高砂駅前店（3/11） 

仙台市太白区 ●柳生店（3/2～3） ●西多賀店（3/11） ●八木山店（3/11） 

仙台市若林区 ●新寺店（2/16） ●沖野店（3/10） ●六丁の目店（3/11） ●南小泉店（3/15） 

石巻 ●石巻渡波店（2/18） ●石巻大橋店（3/1） ●蛇田店（3/10） 

仙塩 
●利府店（2/15） ●高砂店（3/10） ●A&COOP 松島店（3/11） ●大代店（3/15） 

●塩釜杉の入店（3/15） ●多賀城店（3/15） 

気仙沼 ●メンバー集会室ぽけっと（2/19）：気仙沼市東新城 3-3-1 (気仙沼保健所近く) 

県北 
●美里町青生コミュニティセンター（2/12）：遠田郡美里町青生和谷地 175−1  

●加賀野店（2/24） ●古川南店集会室（2/9） ●大富店（3/15） ●明石台店（3/15） 

県南 

●亘理店（2/16） ●岩沼店（2/18）  

●船迫生涯学習センター（2/24）：柴田町西船迫 3-3-104  ●名取西店（2/29） 

●白石店（3/11） ●大河原店（3/15） 

 

 

 

 

東日本大震災学習・資料室を 3月 11 日（金）リニューアルオープンいたします 

  

未曾有の甚大な被害をもたらした東日本大震災を風化させず、みやぎ生協が取組んだ

ことや職員の思い、全国の生協やお取引先からの支援や激励などを後世に伝え、みやぎ

生協が現在行っていることを理解していただくために、2013 年 3 月 5 日に開設しまし

た。これまでの入場者数は約 5,100 人です。みやぎ生協役職員やメンバーはもちろん、

全国の生協、お取引先様、行政、教育関係の方々にもお越しいただいています。 

 震災が起こってから 5 年が経とうとする中で、東日本大震災の風化が進んでいます。

震災を忘れないために、リニューアルし 3月 11 日（金）にオープンします。 

 

 



●生協あいコープみやぎ 

お茶っこまつりを開催しました 

 

お茶っこまつりは、「NPO 法人お茶っこケア」の共生型デイサービス「よってがいん」

を応援してくださっている方々への感謝の気持ちを伝えるとともに、被災地から始まる

居場所づくりをともに考えるきっかけにしたいと思い企画しました。1 月 30 日渡波公

民館（石巻）での三好春樹さん講演会には 80 名の参加。1 月 31 日福祉プラザ（仙台）

は、三好春樹さん講演会、映画上映、ライブ、トークと盛りだくさんの企画で、100 名

の参加がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●宮城労働者共済生協 

  「きずな公演」を開催しました 
 

 全労済宮城県本部では、東日本大震災を風化させない取り組みとして、被災地の子ど

もたちの心のケアと健全育成を目的に、2016 年 1月 16 日（土）ザ・モール仙台長町「い

こいの広場」にて「きずな公演」を開催しました。 

 14 時の開演からお集まりいただいた 400 名を超える子どもたちとご家族に、バルー

ンパフォーマンスや楽しい演奏を通して心に癒しをお届けし、元気の源となるきっかけ

にしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルーン貴公子Ｓｙａｎ（シャン）によるバルーン      ミュージックボックスによる楽器演奏 
パフォーマンス 

 

 



●宮城県高齢者生協 
震災を振り返って語り合うつどいを開催しました 

 

 

 

 

 

 


